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青
柳
文
雄
教
授
　
主
要
著
作
目
録

【
著
　
書
】

昭
和
二
三
年

　
新
刑
事
訴
訟
法
要
綱

昭
和
二
四
年

　
刑
事
訴
訟
法
通
論

東
洋
書
館

立
花
書
房

昭
和
三
三
年

　
証
拠
法
の
基
本
問
題
（
上
）
エ
ド
ム
ン
ド
・
M
・
モ
ー
ガ
ン
（
翻
訳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
法
務
資
料
」
三
四
九
号
所
収
　
法
務
大
臣
官
房
調
査
課

昭
和
三
四
年

　
証
拠
法
の
基
本
問
題
（
下
）
エ
ド
ム
ン
ド
・
M
・
モ
ー
ガ
ソ
（
翻
訳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
法
務
資
料
」
三
五
四
号
所
収
　
法
務
大
臣
官
房
調
査
課

昭
和
二
六
年

　
増
訂
刑
事
訴
訟
法
通
論

　
犯
罪
の
個
数
の
訴
訟
法
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
司
法
研
修
所
資
料
」

昭
和
二
九
年

　
全
訂
刑
事
訴
訟
法
通
論
（
上
×
下
）

昭
和
三
〇
年

　
刑
法
各
論

青
柳
文
雄
教
授
主
要
著
作
目
録

立
花
書
房

四
号
所
収
　
司
法
研
修
所

立
花
書
房

泉
文
堂

昭
和
三
七
年

　
新
訂
刑
事
訴
訟
法
通
論

昭
和
三
八
年

　
刑
法
通
論
H

各
論

昭
和
四
〇
年

　
刑
法
通
論
－
　
総
論

昭
和
四
四
年

　
犯
罪
と
わ
が
国
民
性

上
中
下
三
冊
、
新
訂
版
合
冊

一
三
九

立
花
書
房

泉
文
堂

泉
文
堂

（
二
二
九
）

粒
社



　
　
　
青
柳
文
雄
教
授
主
要
著
作
目
録

昭
和
四
七
年

　
犯
罪
と
証
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

昭
和
四
八
年

　
続
犯
罪
と
わ
が
国
民
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
粒
社

　
日
本
刑
法
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

昭
和
四
九
年

　
刑
事
訴
訟
法
入
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信

昭
和
五
〇
年

　
刑
事
裁
判
と
国
民
性
（
機
能
編
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

　
【
論
　
考
】

昭
和
二
四
年

　
刑
事
訴
訟
規
則
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
新
報
七
五
三
号

昭
和
二
五
年

　
黙
否
権
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
昭
和
二
五
年
一
二
月
号

昭
和
二
六
年

　
証
明
力
を
争
う
証
拠
と
立
証
趣
旨
の
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇
　
　
　
（
二
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
昭
和
二
六
年
二
、
三
月
号

　
現
行
刑
訴
の
控
訴
審
に
お
け
る
事
実
の
取
調
　
　
　
法
曹
時
報
三
巻
一
二
号

昭
和
二
七
年

　
新
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
に
つ
い
て
（
座
談
会
）
　
　
　
法
律
新
報
七
六
〇
号

　
事
実
認
定
の
難
し
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
四
九
号

　
共
同
審
判
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報
四
巻
一
二
号

昭
和
二
八
年

　
英
米
法
に
お
け
る
故
意
・
過
失
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
六
巻
九
号

　
挙
証
責
任
　
　
　
日
本
刑
法
学
会
編
「
刑
事
法
講
座
」
六
巻
所
収
　
有
斐
閣

昭
和
二
九
年

　
心
神
喪
失
、
心
神
耗
弱
の
理
論
と
実
際
（
一
）
　
　
法
曹
時
報
六
巻
一
二
具
、

昭
和
三
〇
年

　
心
神
喪
失
、
心
神
耗
弱
の
理
論
と
実
際
（
二
完
）
　
　
法
曹
時
報
七
巻
一
号

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
犯
罪
少
年
及
び
虞
犯
少
年
の
処
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
八
巻
一
一
号
、
家
裁
判
例
月
報
七
巻
一
一
号

昭
和
三
旧
年

　
自
白
の
任
意
性
と
信
用
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
公
論
二
巻
二
号

　
準
起
訴
手
続
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
九
巻
七
号



　
刑
事
既
判
力
の
客
観
的
範
囲

　
　
　
　
　
垂
水
克
己
、
兼
子
一
等
編
『
訴
訟
と
裁
判
、
岩
松
裁
判
官
還
暦

　
　
　
　
　
記
念
」
所
収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

　
上
告
審
の
手
続
及
び
裁
判

　
　
　
　
　
団
藤
重
光
編
「
法
律
実
務
講
座
刑
事
編
」
一
一
巻
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

　
裁
判
批
判
の
是
非
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
公
論
一
一
巻
一
〇
号

　
上
訴
審
に
お
け
る
自
由
心
証
の
控
制
（
一
）
　
（
二
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報
八
巻
一
〇
号
二
号

昭
和
三
二
年

　
刑
訴
の
証
拠
に
関
す
る
規
定
は
改
正
す
べ
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
〇
巻
三
号

　
カ
ト
リ
ッ
ク
の
刑
罰
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
〇
巻
二
号

　
自
然
法
と
死
刑
廃
止
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
紀
八
五
号

昭
和
三
三
年

　
伝
聞
法
則
に
お
け
る
証
拠
能
力
と
証
明
力
　
　
　
　
法
学
研
究
三
一
巻
五
号

　
い
わ
ゆ
る
「
暁
に
祈
る
」
事
件
の
上
告
審
判
決
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
七
号

　
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
改
正
草
案
（
一
）
　
（
二
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
一
巻
九
号
一
〇
号

　
押
収
捜
索
許
可
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綜
合
法
学
一
巻
七
号

　
訴
訟
手
続
の
蝦
疵
の
治
癒

　
　
　
青
柳
文
雄
教
授
主
要
著
作
目
録

佐
伯
千
匁
、

四
巻
所
収

団
藤
重
光
編
「
総
合
判
例
研
究
叢
書
（
刑
事
訴
訟
法
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

昭
和
三
四
年

　
期
待
可
能
性
理
論
の
実
践
的
評
価
ー
不
法
監
禁
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す

　
　
　
る
法
律
違
反
被
告
事
件
の
最
高
裁
第
三
小
法
廷
判
決
に
つ
い
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ぽ
一
二
巻
一
号

　
刑
法
の
諸
機
能
の
具
体
的
定
立
　
　
　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報
一
一
巻
三
号

　
捜
査
に
お
け
る
当
事
者
主
義
の
限
界
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
一
二
巻
四
号

　
不
作
為
犯
、
過
失
犯
に
お
け
る
刑
法
の
保
障
的
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
二
巻
六
号

　
“
広
津
評
決
“
の
検
討
－
広
津
和
郎
著
「
松
川
裁
判
」
は
真
実
を
衝
い
て
い

　
　
　
る
か
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
四
号
の
二

　
松
川
事
件
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
二
巻
一
〇
号

　
刑
訴
四
四
一
条
三
号
に
よ
る
破
棄
判
決
（
一
）
　
（
二
）
　
（
三
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
時
報
一
九
八
号
一
九
九
号
二
〇
〇
号

　
法
の
支
配
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
と
正
義
一
〇
巻
二
号

　
証
拠
法
の
理
論
と
現
実
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
一
二
巻
一
二
号

昭
和
三
五
年

　
新
し
い
予
審
制
度
の
検
討

　
供
述
の
任
意
性
－
小
島
事
件
ー

　
公
判
中
心
主
義
の
課
題

壬
三

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
九
号

ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
O
O
号

法
曹
時
報
コ
一
巻
四
号

　
　
（
二
三
一
）



　
　
　
青
柳
文
雄
教
授
主
要
著
作
目
録

　
事
実
の
錯
誤
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
三
巻
五
号

　
陪
審
制
、
参
審
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
上
智
法
学
論
集
四
巻
一
号

　
準
備
草
案
第
一
一
条
か
ら
第
一
六
条
に
つ
い
て
　
　
　
　
綜
合
法
学
二
四
号

　
捜
査
令
状
を
発
す
る
司
法
官
憲
の
法
令
審
査
権
の
有
無
ー
昭
和
三
五
年
五
月

　
　
　
二
目
東
京
地
裁
刑
事
二
二
部
の
決
定
に
つ
い
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
二
巻
七
号

　
不
動
産
二
重
売
買
と
横
領
罪
－
共
犯
の
不
成
立
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
一
一
号
の
二

昭
和
三
六
年

　
騒
擾
の
概
念
の
考
察
－
最
高
裁
の
平
事
件
の
判
決
を
め
ぐ
つ
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
一
四
巻
二
号

　
伝
聞
証
拠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綜
合
法
学
三
四
号

　
自
由
心
証
主
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
三
号

　
文
書
の
押
収
、
捜
索
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
三
八
号

　
控
訴
審
に
お
け
る
事
実
の
取
調
ー
諏
訪
メ
モ
を
め
ぐ
つ
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
教
室
一
号

　
公
平
な
裁
判
所
の
理
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
四
巻
八
号

　
松
川
裁
判
の
み
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
四
巻
九
号

　
松
川
事
件
の
問
題
点
i
仙
台
高
裁
判
決
を
中
心
と
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
と
正
義
一
二
巻
一
〇
号

　
偽
証
罪
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
智
法
学
論
集
五
巻
二
号

　
松
川
事
件
の
捜
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
一
四
巻
二
号

松
川
事
件

門
田
判
決
の
検
討
ー
〃
門
田
判
決
〃

　
　
二
三
二
　
　
　
（
二
三
二
）

　
　
　
　
　
警
察
公
論
一
六
巻
二
二
号

は
真
実
を
衝
い
て
い
る
か
ー

　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
三
九
号

昭
和
三
七
年

　
捜
査
段
階
の
拘
束

　
現
行
犯
概
念
の
検
討

　
自
手
犯
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

　
財
産
犯
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題

　
社
会
相
当
性
に
つ
い
て
の
実
務
的
考
察

　
昭
和
巖
窟
王
再
審
事
件
の
論
争

　
控
訴
　
　
　
　
日
本
刑
法
学
会
編

昭
和
三
八
年

　
刑
事
法
に
お
け
る
時
効
制
度

　
期
待
可
能
性
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
上
智
大
学
編

　
弁
護
人
の
権
限

　
未
必
の
故
意
の
再
検
討

　
税
法
上
の
質
問
検
査
権
と
犯
則
調
査

　
再
審
制
度
に
つ
い
て

　
訴
訟
の
理
想
と
現
実
（
上
）
　
（
下
）

「
刑
事
訴
訟
法
演
習
」

　
法
律
の
ひ
ろ
ぽ
一
五
巻
一
号

　
　
警
察
学
論
集
一
五
巻
四
号

　
　
上
智
法
学
論
集
六
巻
一
号

　
　
　
綜
合
法
学
五
巻
一
二
号

　
　
法
学
研
究
三
五
巻
二
一
号

法
律
の
ひ
ろ
ば
一
五
巻
一
二
号

　
　
　
　
　
所
収
　
有
斐
閣

旧
刑
訴
事
件
の
再
審
の
準
拠
法
－
日
本
巖
窟
王
事
件
1

「
伝
統
と
創
造
」

　
　
　
　
　
　
判
例
評
論
五
四
号

　
　
　
　
　
綜
合
法
学
六
巻
二
号

　
　
　
所
収
　
上
智
大
学
出
版
部

　
　
　
　
　
　
　
法
学
教
室
六
号

　
　
　
　
法
曹
時
報
一
五
巻
五
号

　
　
　
　
税
経
通
信
一
八
巻
五
号

　
　
　
　
法
曹
時
報
一
五
巻
六
号

ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
七
六
号
二
七
七
号



麻
薬
犯
罪
と
囮
捜
査

司
法
権
と
警
察
権
の
問
題
点

松
川
事
件
最
終
判
決

傾
向
犯
に
つ
い
て

松
川
事
件
雑
感

司
法
権
の
予
防
作
用

松
川
事
件
と
弁
護
活
動

刑
事
警
察
の
在
り
方

疑
わ
し
き
は
罰
せ
ず

裁
判
批
判
の
限
界
（
松
川
事
件
）

　
証
拠
の
集
収
と
評
価
ー
松
川
事
件
を
顧
み
て
i

　
訴
訟
の
促
進
と
捜
査

昭
和
三
九
年

　
死
刑
存
置
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
七
巻
一
号

　
控
訴
審
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綜
合
法
学
七
巻
六
号

　
自
白
の
証
拠
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
〇
〇
号

　
上
告
審
に
お
け
る
自
由
心
証
の
控
制
　
　
　
　
　
刑
法
雑
誌
二
・
三
・
四
号

　
責
任
無
能
力
を
理
由
と
す
る
無
罪
判
決
と
刑
事
補
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
時
報
三
七
八
号

　
共
犯
理
論
と
証
拠
法

　
　
　
　
　
植
松
正
等
編
「
現
代
の
共
犯
理
論
　
斎
藤
金
作
博
士
還
暦
祝
賀
」

　
　
　
青
柳
文
雄
教
授
主
要
著
作
目
録

　
　
警
察
学
論
集
工
ハ
巻
七
号

早
稲
田
公
論
六
三
年
一
〇
月
号

　
　
　
　
　
判
例
評
論
六
二
号

　
　
　
法
学
研
究
三
六
巻
四
号

　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
八
四
号

上
智
法
学
論
集
七
巻
一
・
二
号

　
自
由
と
正
義
一
四
巻
一
一
号

　
　
　
　
綜
合
法
学
六
巻
七
号

　
　
　
　
　
自
由
五
巻
二
号

　
　
法
曹
時
報
三
五
巻
一
一
号

法
律
の
ひ
ろ
ば
一
六
巻
二
号

　
警
察
学
論
集
一
六
巻
一
二
号

　
　
　
　
　
所
収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

　
量
刑
の
手
続
と
判
決
前
調
査

　
　
　
　
　
日
本
刑
法
学
会
編
「
刑
事
訴
訟
法
講
座
」
二
巻
所
収
　
有
斐
閣

　
上
訴
審
の
構
造

　
　
　
　
　
日
本
刑
法
学
会
編
「
刑
事
訴
訟
法
講
座
」
三
巻
所
収
　
有
斐
閣

　
刑
事
裁
判
に
お
け
る
自
由
心
証

　
　
　
　
　
佐
伯
千
像
、
団
藤
重
光
編
「
総
合
判
例
研
究
叢
書
（
刑
事
訴
訟
法
）
」

　
　
　
　
　
五
巻
所
収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

昭
和
四
〇
年

　
法
廷
秩
序
維
持
法
の
合
憲
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
号

　
択
一
的
認
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
号

　
実
務
刑
法
の
見
地
か
ら
見
た
共
犯
ー
理
論
と
立
法
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
二
二
号

現
代
の
犯
罪
と
人
間
像

捜
査
構
造
論
と
そ
の
批
判

供
述
の
任
意
性
（
小
島
事
件
）

司
法
試
験
法
の
改
正
に
つ
い
て

自
由
刑
と
わ
が
国
民
性

弁
護
人
と
の
接
見
交
通
に
つ
い
て

独
立
教
唆
罪
に
つ
い
て

不
動
産
二
重
売
買
と
横
領
罪
ー
共
犯
の
不
成
立
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捜
査
を
め
ぐ
る
諸
問
題
）

　
　
　
　
　
　
世
紀
一
七
七
号

　
　
　
　
　
　
研
修
二
〇
〇
号

　
　
　
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
号

　
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
八
巻
四
号

　
　
　
法
学
研
究
三
八
巻
四
号

　
　
　
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
号

　
　
警
察
学
論
集
一
八
巻
五
号

　
　
　
法
学
研
究
三
八
巻
八
号

二
三
三
　
　
　
（
二
三
三
）



　
　
青
柳
文
雄
教
授
主
要
著
作
目
録

証
明
ー
丸
正
事
件
を
め
ぐ
つ
て
1

犯
罪
の
諸
要
素
と
わ
が
国
民
性

八
海
事
件
の
問
題
点

判
例
タ
イ
ム
ス
一
六
巻
一
一
号

　
　
　
刑
法
雑
誌
一
四
巻
二
号

法
律
の
ひ
ろ
ば
一
八
巻
一
〇
号

昭
和
四
一
年

　
交
互
尋
問
の
問
題
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
一
二
四
号

　
刑
事
訴
訟
の
あ
る
断
面
ー
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
立
場
か
ら
i
　
世
紀
一
九
三
号

　
実
体
の
形
成
と
わ
が
国
民
性
－
刑
訴
に
お
け
る
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
智
法
学
論
集
一
〇
巻
一
号

　
法
学
教
育
と
わ
が
国
民
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
五
六
号

　
手
続
の
形
成
と
わ
が
国
民
性
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
九
巻
一
〇
号

　
被
疑
者
と
弁
護
人
と
の
接
見
交
通
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
一
九
巻
一
一
号

　
無
過
失
の
刑
事
責
任

　
　
　
　
　
青
木
清
相
等
編
「
過
失
犯
一
　
日
沖
憲
郎
博
士
還
暦
祝
賀
」
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
斐
閣

昭
和
四
二
年

　
少
年
法
改
正
を
め
ぐ
る
論
争
の
批
判
と
提
案
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
〇
巻
一
号

　
再
審
制
度
へ
の
疑
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ス
一
八
巻
四
号

　
検
挙
前
に
お
け
る
犯
人
の
心
理
－
異
常
言
動
の
考
察
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
二
〇
巻
六
号

　
訴
訟
の
組
織
と
わ
が
国
民
性
　
　
　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報
一
九
巻
八
号

　
犯
罪
と
わ
が
国
民
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
〇
巻
一
二
号

起
訴
さ
れ
ざ
る
事
実
と
量
刑

二
三
四

　
　
（
二
三
四
）

ジ
ュ
リ
ス
ト
三
七
三
号

昭
和
四
三
年

財
産
罪
と
わ
が
国
民
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
一
二
巻
一
号

集
団
暴
力
犯
罪
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
二
三
五
号

手
続
と
実
体
に
関
す
る
資
料
－
殺
人
罪
・
傷
害
致
死
罪
に
つ
い
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
智
法
学
論
集
一
一
巻
二
・
三
号

ピ
ケ
と
逆
ピ
ケ
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
一
巻
五
号

家
庭
裁
判
所
を
経
由
し
な
い
少
年
事
件
の
起
訴
と
非
常
上
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
九
八
号

業
務
上
横
領
罪
ー
そ
の
「
業
務
」
の
意
義
を
め
ぐ
つ
て
（
判
例
と
学
説
・
刑
法
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
五
三
号

昭
和
四
四
年

　
手
続
と
実
体
に
関
す
る
資
料
－
強
盗
、

多
数
被
告
事
件
に
関
す
る
立
法
問
題

訴
因
の
機
能

刑
事
訴
訟
の
理
論
と
現
実

国
外
犯
に
つ
い
て

刑
罰
と
わ
が
国
民
性

昭
和
四
五
年

恐
喝
、

詐
欺
罪
に
つ
い
て
ー

　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
一
七
号

法
律
の
ひ
ろ
ぽ
二
二
巻
四
号

　
　
法
学
研
究
四
二
巻
五
号

　
　
　
　
　
研
修
二
五
二
号

　
　
法
学
研
究
四
二
巻
七
号

　
　
　
刑
政
八
○
巻
一
〇
号



い
わ
ゆ
る
別
件
逮
捕
と
報
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
時
報
五
七
九
号

礼
拝
所
及
び
墳
墓
に
関
す
る
罪
ー
そ
の
日
本
的
特
色
に
つ
い
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
二
六
五
号

手
形
の
偽
造
と
虚
偽
記
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
七
号

担
保
に
入
れ
た
国
鉄
年
金
証
書
の
騙
取
と
詐
欺
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
七
号

事
後
審
の
理
論
と
実
際
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報
二
二
巻
一
一
号

責
任
論
へ
の
国
民
性
の
投
影
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
三
巻
一
一
号

昭
和
四
六
年

　
訴
追
委
・
公
選
法
問
題
と
野
党

　
違
法
観
の
日
本
的
特
色

　
法
廷
秩
序
維
持
法
の
監
置
の
合
憲
性

　
共
犯
と
集
団
犯
（
一
）
　
（
二
完
）

　
道
交
法
と
デ
モ
規
制
－
佐
世
保
原
潜
ー

　
常
習
犯
か
常
習
犯
人
か

　
控
訴
審
に
お
け
る
事
実
判
断

　
　
　
　
　
鴨
良
弼
等
編
「
刑
法
と
科
学

　
　
　
　
　
所
収

法
律
編

昭
和
四
七
年

　
刑
の
一
般
的
基
準
－
国
民
性
か
ら
考
え
て
i

　
自
白
に
お
け
る
理
論
と
実
際

　
　
　
青
柳
文
雄
教
授
主
要
著
作
目
録

　
　
　
　
前
衛
ゴ
ニ
八
号

　
法
学
研
究
四
四
巻
三
号

別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
二
号

研
修
二
七
三
号
二
七
四
号

別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
三
号

　
　
　
　
研
修
二
八
○
号

植
松
博
士
還
暦
祝
賀
」

　
　
　
　
　
有
斐
閣

　
　
　
　
罪
と
罰
九
巻
二
号

法
律
の
ひ
ろ
ば
二
五
巻
一
号

業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
－
特
に
そ
の
日
本
的
特
色
に
つ
い
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報
二
四
巻
二
号

共
犯
に
お
け
る
日
本
的
特
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
五
号

判
例
か
ら
見
た
中
止
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
二
五
巻
六
号

控
訴
審
に
お
け
る
職
権
調
査
の
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
七
月
一
〇
日
号

訴
訟
に
お
け
る
甘
え
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
八
号

英
米
法
に
お
け
る
公
訴
の
提
起
i
大
陸
法
と
の
比
較
に
お
い
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
一
二
号

昭
和
四
八
年

　
岩
田
誠
著

　
　
　
　
「
あ
る
裁
判
官
の
思
索
と
意
見
」
を
読
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
時
報
六
八
九
号

交
通
事
件
受
刑
者
に
つ
い
て
の
訴
訟
手
続
の
意
識
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
九
号

葎
助
の
可
罰
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
六
巻
五
号

「
い
つ
そ
」
の
論
理
と
未
必
の
故
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
二
九
九
号

刑
事
手
続
と
基
本
的
人
権
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
六
巻
五
号

起
訴
さ
れ
ざ
る
事
実
と
量
刑

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
昭
和
四
一
・
四
二
年
度
重
要
判
例
解
説

家
庭
裁
判
所
を
経
由
し
な
い
少
年
事
件
の
起
訴
と
非
常
上
告

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
昭
和
四
一
・
四
二
年
度
重
要
判
例
解
説

自
殺
と
法
律
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
紀
二
七
八
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
五
　
　
　
（
二
三
五
）



　
　
青
柳
文
雄
教
授
主
要
著
作
目
録

判
例
に
現
わ
れ
た
余
罪
の
理
論
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
二
六
巻
八
号

刑
事
手
続
論
ー
大
陸
型
と
英
米
型
の
調
和
の
試
論
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報
二
五
巻
八
号

東
洋
的
道
義
と
西
洋
的
倫
理
ー
刑
法
の
背
後
に
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
六
巻
一
〇
号

昭
和
四
九
年

　
内
観
法
と
国
民
性
ー
特
に
刑
法
、

刑
訴
法
の
見
地
か
ら
ー

　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
七
巻
一
号

わ
い
せ
つ
罪
に
つ
い
て

法
律
上
の
自
白
と
宗
教
上
の
告
白

違
法
に
集
取
し
た
物
の
証
拠
能
力

糺
問
的
捜
査
観
と
弾
劾
的
捜
査
観

被
疑
事
実
の
告
知
と
黙
否
権
の
告
知

わ
が
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
生
理
と
病
理
（
上
）

現
行
刑
事
訴
訟
法
と
再
審
制
度

刑
法
の
基
本
原
理
ー
罪
刑
法
定
主
義
・
責
任
主
義
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
七
巻
九
号

刑
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
主
義
極
端
化
へ
の
疑
問
ー
最
高
裁
判
例
を
中
心

　
　
と
し
て
ー
（
上
）
　
（
下
）
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
六
九
号
五
七
〇
号

刑
事
手
続
特
に
上
訴
制
度
と
刑
罰
観
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
七
巻
九
号

交
通
事
犯
と
犯
罪
の
個
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
時
報
七
五
三
号

　
　
　
　
　
世
紀
二
八
六
号

　
　
　
　
　
世
紀
二
八
七
号

　
警
察
学
論
集
二
七
巻
五
号

　
　
　
　
　
研
修
三
一
二
号

　
警
察
学
論
集
二
七
巻
六
号

　
（
下
）

法
曹
時
報
二
六
巻
六
号
七
号

　
　
刑
法
雑
誌
二
〇
巻
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
二
六
　
　
　
　
（
二
一
二
六
）

鑑
定
と
検
証
ー
英
米
法
と
大
陸
法
の
差
異
i
　
警
察
学
論
集
二
七
巻
一

一
号

昭
和
五
〇
年

　
刑
事
裁
判
の
確
定
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
八
巻
一
号

　
故
意
犯
受
刑
者
の
訴
訟
手
続
の
意
識
調
査
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
八
四
号

　
英
米
型
審
理
と
大
陸
型
審
理
－
日
本
型
審
理
の
探
究
ー
（
上
）
　
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報
二
七
巻
六
号
七
号

自
首
と
自
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
の
法
令
八
九
八
号

　
刑
事
司
法
に
お
け
る
正
義
と
刑
事
司
法
に
よ
る
正
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
二
八
巻
九
号

供
述
証
拠
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
法
と
ア
メ
リ
カ
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
八
巻
八
号

素
人
裁
判
官
の
心
証
と
玄
人
裁
判
官
の
心
証
　
　
　
　
　
　
研
修
三
二
七
号

現
行
犯
概
念
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
二
八
巻
一
一
号


